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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期連結
累計期間

第43期
第２四半期連結
会計期間

第42期

会計期間
自平成20年10月21日
至平成21年４月20日

自平成21年１月21日
至平成21年４月20日

自平成19年10月21日
至平成20年10月20日

売上高（千円） 10,306,114 6,295,364 22,377,862

経常利益（千円） 1,240,714 1,029,871 1,986,196

四半期（当期）純利益又は

四半期（当期）純損失（△）（千円）
356,091 642,695 △1,064,480

純資産額（千円） － 19,258,555 19,270,333

総資産額（千円） － 30,007,836 28,801,316

１株当たり純資産額（円） － 1,356.76 1,360.00

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

28.15 50.85 △83.49

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 57.1 59.8

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 379,515 － 1,726,204

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △332,199 － △1,792,975

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 325,991 － △518,925

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
－ 6,809,113 6,501,135

従業員数（人） － 427 410

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　  ４．従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

  

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

平成21年４月20日現在

従業員数（人） 427

　（注）　従業員数は、就業人員であります。

(2）提出会社の状況

平成21年４月20日現在

従業員数（人） 385

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

生産実績、商品仕入実績及び受注状況については、家具・インテリア事業以外に該当がありませんので、事業の種類別

セグメント実績に替えて、家具・インテリア事業における品目別実績を記載しております。

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

品目別 生産高（千円）

オフィスインテリア 114,290

店舗インテリア 53,244

施設インテリア 140,166

ホームインテリア 6,443

計 314,145

　（注）１．金額は、当社販売価格により表示しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績は、次のとおりであります。

品目別 仕入高（千円）

オフィスインテリア 632,513

店舗インテリア 478,151

施設インテリア 1,956,888

ホームインテリア 227,534

その他 510,686

計 3,805,775

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況は、次のとおりであります。

品目別 受注高（千円） 受注残高（千円）

オフィスインテリア 1,040,201 122,858

店舗インテリア 706,736 110,633

施設インテリア 2,381,881 306,125

ホームインテリア 294,032 55,196

その他 570,454 38,237

計 4,993,307 633,051

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円）

家具・インテリア事業 5,587,777

　　オフィスインテリア (1,148,331)

　　店舗インテリア (776,980)

　　施設インテリア (2,763,207)

　　ホームインテリア (322,333)

　　その他 (576,923)

放送・通信事業 706,166

その他の事業 1,420

計 6,295,364

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　　　（１）業績の状況 

　　　当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、前年同期比較分析には、前年同期の参考値を用いておりま

す。　

  当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋以降、米国に端を発した世界的な金融市場の混乱の影響

を受け、株式・為替市況の悪化、企業の生産減、設備投資の抑制、さらには雇用情勢の悪化など景気は厳しい局面にな

りました。

　このような経営環境のもと、既存顧客における営業の深耕を進めながら、新規引き合い案件に対する受注の確実性を

高めるなどして営業展開しましたが、景気減速に伴う受注額の減少をカバーするにはいたらず、当第２四半期におけ

る連結業績は、売上高が6,295百万円（前年同期比15.8％減）、営業利益は864百万円（同25.5％減）、経常利益は

1,029百万円（同15.6％増）、四半期純利益は642百万円（前年同期は1,034百万円の四半期純損失）となりました。

  主な事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

〈家具・インテリア事業〉

　家具・インテリア事業につきましては、前述のとおり企業業績の悪化による設備投資の抑制、見直しなどの背景か

ら、受注額が低調に推移したことが響き、売上高は5,587百万円（前年同期比17.2％減）、営業利益は650百万円（同

30.2％減）となりました。

　部門別では、オフィスインテリア部門につきましては、OEM商品の充実、環境適応商品の開発につとめましたが、ＯＥ

Ｍ先からの受注減、企業の福利厚生設備投資の抑制などが響き、売上高は1,148百万円（同24.0％減）となりました。

店舗インテリア部門は外食産業の新規出店見合わせが急速に広がり、売上高は776百万円（同47.6％減）となりまし

た。施設インテリア部門は医療福祉、温浴市場が好調に推移したものの、ホテル市場にかげりが見え、売上高は2,763百

万円（同2.6％減）となりました。ホームインテリア部門はホーム向け専門カタログの発刊や、新規販売チャンネルの

開拓に努めましたが、売上高は322百万円（同14.0％減）となりました。

〈放送・通信事業〉

  放送業界は本格的なデジタル化時代を迎え、通信事業者との顧客獲得競争が一段と厳しくなり、コンテンツ（放送

内容）の充実が求められております。このような環境の中で、放送事業におきましては、地域密着の番組編成や情報放

送の充実、緊急地震情報サービス、緊急防災情報サービス等、利用者の利便性向上に努めました。

　一方、通信事業におきましては、光インターネットによる高速で安定したサービス提供エリアの拡大や、光電話の

サービスを加えたトリプルプレイサービスを積極的に展開しております。また、2011年の地上アナログ放送終了に伴

うアナログ放送契約からデジタル放送契約への乗り換えキャンペーンなどデジタル化に向けて、早期移行に注力して

まいりました。

　このような活動の結果、売上高は706百万円（同3.1％減）、営業利益は213百万円（同6.0％減）となりました。

　なお、記載金額には消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末より103百万円減少し、6,809

百万円となっております。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

 　営業活動によるキャッシュ・フローは、87百万円の収入超過となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益

1,079百万円、売上債権の増加2,164百万円及び仕入債務の増加1,214百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、140百万円の支出超過となりました。これは主に、有形固定資産の取得143

百万円及び投資有価証券の取得143百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、34百万円の支出超過となりました。これは主に、短期借入金による収入

1,500百万円、短期借入金の返済1,500百万円、長期借入金の返済24百万円及び自己株式の取得7百万円によるもので

あります。 
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

  

（４）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、40千円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

  

 (2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 47,893,000

計 47,893,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年４月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年６月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,976,053 12,976,053
名古屋証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 1,000株

計 12,976,053 12,976,053 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年１月21日

～
平成21年４月20日

－ 12,976 － 6,362,498 － 5,401,276
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（５）【大株主の状況】

 平成21年４月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 大川㈱                 愛知県岡崎市薮田一丁目８番地３ 3,710 28.6

 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 620 4.8

 ㈱みずほ銀行  東京都千代田区内幸町一丁目１番地５ 618 4.8

 粂　眞一  愛知県豊田市 436 3.4

 ㈱三井住友銀行  東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 435 3.4

 オリバー取引先持株会  愛知県岡崎市薮田一丁目１番地12 435 3.4

 ㈱オリバー  愛知県岡崎市薮田一丁目１番地12 339 2.6

 大川　三千代     愛知県名古屋市千種区 319 2.5

 大川　淳子  愛知県名古屋市名東区 318 2.5

 オリバー社員持株会  愛知県岡崎市薮田一丁目１番地12 307 2.4

計 － 7,540 58.1
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（６）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

 平成21年４月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 339,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,541,000 12,541 －

単元未満株式 普通株式 96,053 － －

発行済株式総数 12,976,053 － －

総株主の議決権 － 12,541 －

　（注）　単元未満株式数には自己保有株式185株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成21年４月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

 （自己保有株式）

株式会社オリバー

 

 

愛知県岡崎市薮田一丁目１

番地12

339,000 － 339,000 2.6

計 － 339,000 － 339,000 2.6

　 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
11月

12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月

最高（円） 1,600 1,440 1,400 1,350 1,379 1,346

最低（円） 1,400 1,400 1,400 1,242 1,379 1,270

 （注）　最高及び最低株価は、名古屋証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

 

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年１月21日から平

成21年４月20日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年10月21日から平成21年４月20日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,197,121 7,987,691

受取手形及び売掛金 6,347,502 4,857,514

有価証券 291,780 260,000

商品 293,552 334,402

製品 16,351 22,943

原材料 139,950 147,305

繰延税金資産 113,328 147,689

その他 220,466 135,892

貸倒引当金 △15,344 △13,501

流動資産合計 15,604,709 13,879,937

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,867,847 4,051,510

機械装置及び運搬具（純額） 403,165 276,122

土地 2,952,876 2,994,724

建設仮勘定 5,219 32,927

その他（純額） 251,085 175,528

有形固定資産合計 ※
 7,480,194

※
 7,530,813

無形固定資産

その他 67,594 56,673

無形固定資産合計 67,594 56,673

投資その他の資産

投資有価証券 4,456,689 4,817,671

保険積立金 1,732,485 1,862,566

前払年金費用 26,395 46,642

繰延税金資産 57,929 19,543

その他 641,666 647,823

貸倒引当金 △59,828 △60,355

投資その他の資産合計 6,855,337 7,333,891

固定資産合計 14,403,126 14,921,379

資産合計 30,007,836 28,801,316
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,169,587 4,608,431

短期借入金 2,050,000 1,500,000

1年内返済予定の長期借入金 96,000 98,000

未払法人税等 521,709 208,888

賞与引当金 137,400 255,800

役員賞与引当金 10,000 15,000

通貨スワップ等 130,944 148,212

その他 559,919 601,843

流動負債合計 8,675,561 7,436,176

固定負債

長期借入金 432,000 480,000

退職給付引当金 13,410 13,375

役員退職慰労引当金 1,547,819 1,532,298

繰延税金負債 － 43,679

その他 80,489 25,453

固定負債合計 2,073,718 2,094,806

負債合計 10,749,280 9,530,982

純資産の部

株主資本

資本金 6,362,498 6,362,498

資本剰余金 5,401,276 5,401,276

利益剰余金 6,060,426 5,818,397

自己株式 △474,731 △421,650

株主資本合計 17,349,469 17,160,522

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △44,688 67,709

繰延ヘッジ損益 △2,734 858

為替換算調整勘定 △156,808 7,259

評価・換算差額等合計 △204,231 75,827

少数株主持分 2,113,318 2,033,983

純資産合計 19,258,555 19,270,333

負債純資産合計 30,007,836 28,801,316
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月21日
　至　平成21年４月20日)

売上高 10,306,114

売上原価 7,320,469

売上総利益 2,985,644

販売費及び一般管理費

運搬費 166,697

貸倒引当金繰入額 2,396

役員報酬及び給料手当 706,949

賞与引当金繰入額 118,900

役員賞与引当金繰入額 10,000

役員退職慰労引当金繰入額 25,384

退職給付費用 34,526

減価償却費 76,413

その他 716,754

販売費及び一般管理費合計 1,858,023

営業利益 1,127,621

営業外収益

受取利息 14,513

受取配当金 31,955

保険解約返戻金 79,206

通貨スワップ等評価益 23,244

その他 29,666

営業外収益合計 178,587

営業外費用

支払利息 21,428

デリバティブ評価損 40,880

その他 3,185

営業外費用合計 65,495

経常利益 1,240,714

特別利益

固定資産売却益 233

投資有価証券売却益 2,530

特別利益合計 2,763

特別損失

固定資産売却損 4,137

投資有価証券評価損 245,381

会員権評価損 3,650

会員権売却損 4,750

特別損失合計 257,919

税金等調整前四半期純利益 985,558

法人税、住民税及び事業税 506,506

法人税等調整額 26,491

少数株主利益 96,469

四半期純利益 356,091
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月21日
　至　平成21年４月20日)

売上高 6,295,364

売上原価 4,492,877

売上総利益 1,802,486

販売費及び一般管理費

運搬費 94,732

貸倒引当金繰入額 5,114

役員報酬及び給料手当 354,901

賞与引当金繰入額 53,400

役員賞与引当金繰入額 5,000

役員退職慰労引当金繰入額 12,807

退職給付費用 17,170

減価償却費 39,093

その他 355,904

販売費及び一般管理費合計 938,123

営業利益 864,363

営業外収益

受取利息 9,930

受取配当金 1,431

保険解約返戻金 36

通貨スワップ等評価益 121,254

デリバティブ評価益 16,351

その他 27,169

営業外収益合計 176,173

営業外費用

支払利息 9,817

その他 848

営業外費用合計 10,665

経常利益 1,029,871

特別利益

投資有価証券売却益 2,530

投資有価証券評価損戻入額 55,951

特別利益合計 58,481

特別損失

固定資産売却損 4,075

会員権評価損 100

会員権売却損 4,750

特別損失合計 8,925

税金等調整前四半期純利益 1,079,427

法人税、住民税及び事業税 442,218

法人税等調整額 △70,420

少数株主利益 64,933

四半期純利益 642,695
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月21日
　至　平成21年４月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 985,558

減価償却費 293,355

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,314

賞与引当金の増減額（△は減少） △118,400

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,282

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,521

受取利息及び受取配当金 △46,469

支払利息 21,428

投資有価証券評価損益（△は益） 245,381

為替差損益（△は益） 65,329

有形固定資産売却損益（△は益） 3,903

売上債権の増減額（△は増加） △1,489,987

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,796

仕入債務の増減額（△は減少） 561,012

保険積立金の増減額（△は増加） 130,080

通貨スワップ等評価損益（△は益） △23,244

デリバティブ評価損益（△は益） 40,880

その他 △185,584

小計 570,160

利息及び配当金の受取額 46,469

利息の支払額 △22,219

法人税等の支払額 △214,895

営業活動によるキャッシュ・フロー 379,515

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 98,546

有形固定資産の取得による支出 △273,473

有形固定資産の売却による収入 1,231

投資有価証券の取得による支出 △144,097

投資有価証券の売却による収入 5,359

その他 △19,766

投資活動によるキャッシュ・フロー △332,199

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,950,000

短期借入金の返済による支出 △2,400,000

長期借入金の返済による支出 △50,000

自己株式の取得による支出 △53,081

配当金の支払額 △112,978

少数株主への配当金の支払額 △7,948

財務活動によるキャッシュ・フロー 325,991

現金及び現金同等物に係る換算差額 △65,329

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 307,977

現金及び現金同等物の期首残高 6,501,135

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,809,113
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　　　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日） 

 該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月21日
至　平成21年４月20日）

１．会計処理基準に関する事項の変更  (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産 

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均

法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価

額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しており

ます。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 (2) 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会

計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）

を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 (3）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計

基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士

協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後

開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等

を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移

転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続

き採用しております。 
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月21日
至　平成21年４月20日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用して一般債

権の貸倒見積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法 　棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定しております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

 

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月21日
至　平成21年４月20日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を主として５～10年としておりましたが、法人税法の改

正による法定耐用年数の変更を契機として見直しを行い、第１四半期連結会計期間から主として６～11年に変更しまし

た。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益は8,670千円増加してお

ります。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年４月20日）

前連結会計年度末
（平成20年10月20日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 ※　有形固定資産の減価償却累計額

6,478,497千円 6,216,852千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月21日
至　平成21年４月20日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年４月20日現在）

（千円）

  現金及び預金勘定 8,197,121

  長期預金

　（投資その他の資産） 
400,000

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,788,008

　現金及び現金同等物 6,809,113
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年４月20日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月21日　至　

平成21年４月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　12,976,053株 

 

２．自己株式の種類及び株式数 

  普通株式　　　   339,185株 

  

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

  （１）配当金支払額

 
 　　決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年１月19日

定時株主総会
普通株式 114,063 9.00平成20年10月20日平成21年１月20日

利益

剰余金

 

  （２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

 
 　　決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月29日取締役会普通株式 113,731 9.00平成21年４月20日平成21年７月１日
利益

剰余金

  

５．株主資本の著しい変動に関する事項 

  該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日）

 
家具・イン
テリア事業
（千円）

放送・通信
事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1)外部顧客に対する売上高 5,587,777706,166 1,4206,295,364 － 6,295,364

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
396 1,362 － 1,758 (1,758) －

計 5,588,173707,529 1,4206,297,122(1,758)6,295,364

営業利益 650,338213,233 791 864,363 － 864,363

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月21日　至　平成21年４月20日）

 
家具・イン
テリア事業
（千円）

放送・通信
事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1)外部顧客に対する売上高 8,912,7151,390,0613,33610,306,114 － 10,306,114

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
602 2,773 － 3,376 (3,376) －

計 8,913,3181,392,8353,33610,309,490(3,376)10,306,114

営業利益 745,790380,201 1,6291,127,621 － 1,127,621

（注）1.事業区分の方法

事業は市場の類似性を考慮して区分しております。

2.各区分の主要な内容

事業区分 主要な内容

家具・インテリア事業 家具及びインテリア製品の製造、輸入、販売等

放送・通信事業 ケーブルテレビ放送、ケーブルインターネット、ＩＰ電話サービス等

その他の事業 牧場の経営

3.追加情報

　「追加情報、有形固定資産の耐用年数の変更」に記載の通り、当社及び国内連結子会社の機械装置について

は、従来、耐用年数を主として５～10年としていましたが、法人税法の改正による法定耐用年数の変更を契機と

して見直しを行い、第１四半期連結会計期間から主として６～11年に変更しております。 

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、家具・インテリア事業が10千円、放送・通信事業が

8,660千円増加しております。

 

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年１月21日　至平成21年４月20日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年10月21日　至平成21年４月20日）

 　 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。

  

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年１月21日　至平成21年４月20日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年10月21日　至平成21年４月20日）

 　 海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年４月20日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

その他有価証券で時価のあるもの 

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株  式 2,621,113 2,899,791 278,677

(2）債  券  789,688  267,131  △522,556

(3）その他 1,602,462 1,243,011 △359,451

合計 5,013,263 4,409,933 △603,329

 （注）　当第２四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて245,381千円の減損処理を行っ

ております。

 なお、減損処理にあたっては、四半期連結会計期間末における時価が取得減価に比べ50％以上下落した場合に

は全て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、当該銘柄の回復可能性を考慮して必要と認められた額

について減損処理を行っております。

 

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年４月20日）

　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連

結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千米ドル） 時価（千円） 評価損益（千円）

通　貨 

 

スワップ取引

 　受取米ドル・支払円

 

 オプション取引

 　受取米ドル・支払円

 

   10,000 △104,379 △104,379

5,100  △22,016 △22,016

　　　 合計  － △126,395 △126,395

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年４月20日）

前連結会計年度末
（平成20年10月20日）

１株当たり純資産額 1,356.76円 １株当たり純資産額 1,360.00円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月21日
至　平成21年４月20日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月21日
至　平成21年４月20日）

１株当たり四半期純利益金額 28.15円 １株当たり四半期純利益金額 50.85円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月21日
至　平成21年４月20日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月21日
至　平成21年４月20日）

四半期純利益（千円） 356,091 642,695

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 356,091 642,695

期中平均株式数（千株） 12,648 12,640

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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その他の注記事項（連結）

　　　

      　（企業結合等関係） 

　　　　　該当事項はありません。

 

 

 　　 　（ストック・オプション等関係）

　　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

（中間配当に関する取締役会決議）

 　　　　 平成21年５月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　    （１）中間配当金の総額　　　　　          　　113,731千円 

        （２）１株当たりの金額　　　　　　            ９円00銭

        （３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成21年７月１日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年６月２日

株 式 会 社 オ リ バ ー

取 締 役 会　御 中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　柴山　昭三　　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　山田　順　

　

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オリバー

の平成20年10月21日から平成21年10月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年１月21日から平成21

年４月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年10月21日から平成21年４月20日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オリバー及び連結子会社の平成21年４月20日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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